
西

大

！彰

査

刻

調

寺

美
術
七

五
研
究
京
は 、

「
南
部
治
大LJ
の
例

研
究
テ
l

マ

研
究
所
削
立
以
米 、

先」
の
一
郎
と
し
て 、

市
同州
諸
大
」ザ
の
調
すれ
を
つ
づ
け
て
き
た 。

HH
一

H
ゆ
ド’」 、

H
1
2
f
t

 

附
和
泊
作
の
店
Mm
川山
dJ
淵
伐
の
巾いよ
胞
を
日以
初
と
し
て
’旬
年

総
合
州州
代
を
行
な
い 、

i
d
E
t
－

－

j
 

rE
トr
，
』

メ
，F
U
N－
怖
か

qJ
／
J

r
ト

卑
小πド“＝w

州
大kl
に
つ
い
て
は 、

－
L
E
L

－－、

JiJ
官

訂
作
に
丁ハ
去
作
品
の
調
査
を
尖
施
し
た 。

凶
大
t！
の
絵
回
・

工
芸
作
品
の

全
貌
は－」
の
州
伎
の
訓
伐
で
明
ら
か
に
さ
れ
た ョ

そ
し
て
そ
の
一
部
は
お 、

37イI-

ぃ没
年
MW
に
叫
に
公
いえ
し
た 。

と
こ
ろ
で 、
HH
HH
00
ドr
午
J
h

ゐ4車 、

H
H
4
よ
q
n
べ
U
ノ
E

E
i口1
・

山時
刻
に
つ
い
て
湖
上引
を
尖
施
し
た 。

す
な
わ
ら

+ 

愛
染
常 、

川
正
什一
及
び
収
械
仰
に
変
位
さ
れ
て
あ
る
仏
像
の
実
測
訓
K旬 、

J
j e－
－M
与
え
デ
咽川
什 B
kr
ぷ
合
ぷ
f
し
た o

y
－

－J
H
M
μ
t
hH
1占
7
Li
l
t

，

t
1

3
J‘
’

J
J

彫
刻
の
調
代
点
数
は
お
山…
印
似
を
数
え
る
が 、

こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
既
に
市

要
文
化
財
に
指
記
さ
れ
て
い
る
像
で
あ
り 、

ま
た
そ
の
ほ
か
の
像
で
も
こ
れ
ま
で

に
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
少
く
な
い 。

し
か
し
凶
大
上J
μ
限
ら
ずい
附
郎
消
火
守
の
彫

刻
の
多
く
は
そ
の
仔
在
こ
そ
般
か
め
ら
れ
て
い
る
が 、

な
お
そ
の
正
悦
な
山
結
な

り
造
立
年
代
な
り 、

あ
る
い
は
造
形
史
上
の
凶
民
間
係
と
な
る
と 、

ま
だ
ま
だ
今

後
の
研
究
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
川
題
点
が
あ
っ
て 、

J
b
i

川
花
主

新
くV山ア」

l
－
1
1
5
』・
1

〈R
i

つ
い
た
段
階
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

そ
こ
で
ま
ず
新
し
く
造
立
年
代
の
明
ら
か
に
な
っ
た
像
を
二 、

三
紹
介
し 、

松

附
大
ト寸
彫
刻
刊州
代
附脱
皮

概

要

美

研

－
T

 

a巾
’
t

 
工

づ会－
Z玄

究

三邑

後
に
凶
大
tJ
の
彫
刻
を
概
観
す
る
な
味
と 、

瓜
存
像
の
確
認
の
為
に 、

本
年
度
ま

で
に
訓
代
し
た
似
を
U
掛
川州
に
列
挙
し
て
お
く 。

も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
訪
像
の
中

に
は 、

既
に
昭
和
初
年
度
以
降
榊縦
続
し
て
い
る
「
興
正
苔
略
叙
悼
の
研
究」
の
制

民 、

そ
の
正
俄
な
山
新
や
芯
立
年
次
が
Mm
認
さ
れ
た
阪
も
合
ま
れ
て
い
る 。

な
お

凶
大
寺
に
は
本
坊
主
仰
に
江
戸
時
代
の
小
川
千
仏
叩
数
販
が
ル賊
さ
れ
て
い
る
が 、

－」
与
で
は
一
応
行
附
し
た 。

〈大.＇.1.\k’ ：;nノミ ：.I.\X （象第Jl:.:<I
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新
た
に
造
立
年
代
の
舵
認
さ
れ
た
諸
倣
に
つ
い
て
桁
介
す
る 。

弥
制
菩
雌
坐
像

木
像
は
木・
什h
ぃ米
脇
凶
に
安
置
さ
れ
る
よしハ
（
災
訓
保山口川
八
μ八
六
寸
七

分）
の
ト〈

品店
で 、

像
内
に
鎌
倉
及
び
江
戸
時
代
の
屯
川
知
を
確
認
し
た 。
そ
し
て
そ
れ
ら
の

検
討
の
結
果 、
こ
の
似
の
造
立
年
次
と
経
粋
を
明
ら
か
に
で
き
た 。
詳
制
は
す
で

に
発
表
し
た
か
ら 、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い 。

5 1
）

大
川
天
下
蜘
仇川
保
（
却
1
凶）

凶
大
寺
に
は
2
体
の
大
川
天
保
が
あ
っ
て 、
そ
の
一
体
に
つ
い
て
は
ほ
に
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る 。
在
三

木
像
は
そ
れ
と
は
別
な 、

現
大
m一一
天
堂
の
本
時
で 、

庄
一川
に
大
き
な
袋
を
負
い 、

台
に
手
跡
附
下
げ
の
姿
勢
で
般
を
降
し
た
大
ぶ
り
な

像
で
あ
る 。
造
形
手
法
は
お
お
ま
か
な
姿
態
構
成
を
も
っ
て 、
い
か
に
も
福
々
し

い
風
貌
に
造
っ
て
あ
る
が 、

釧
か
に
見
れ
ば
か
な
り
の
形
式
化
と
簡
略
化
が
め
だ

っ 。
と
こ
ろ
で
本
阪
の
底
辺
恒
お
よ
び
顕
柄
内
ぐ
り
に
次
の
誕
刀
が
見
ら
れ
る 。

〔
長
仮
品
川〕

九州
寺
於
地
球
院

子
一時
永
正
元
年

刊
十一
月
朔
円
彫
刻
刀
始

同
十
二
月
期
日
首
尼
三
十
ケ
日
造
皐＼

生
五
十一
歳／

作
者
南
部
海
む
王
寺
地
政
院
住
仙
界一

一

Al

／
法一
干＝一・以＼

木
谷
番
匠
奈
良
病
院
七
郎
太
郎

生
年

五
十一

勧
進
比
丘
四
大
寺
四
室
住
侶
宣
者
M的

住
持
長
老－
u川
仲
大
徳
川油
川
上
人

右
加熱
始
己
米
師
長
父
母
乃
主
ニ
界
六
道
流
転

衆
生
同
証
一幽
果
而
巴

同
十
二
月一
一口
凶
大
寺
仁
奉
移
位
也

〔
鎖
納
内
部
地
汗〕

H: 

｛目当11;}]
官寺進

ー春四比
1)1: Jj'j室行：

r町、r町、r、、
有！ ／〈 極

永 子 l 子
正 金φ 大
元 剛 、II
年 界 L 法

子l干1五士身
十 仏窃ょ�：
ーー－－ Lノ 、dノ モ三子

月
）

El 

（
般
f寸

光
明
点一一＝口）

海
屯
王
寺

山】引決
定十仁

j
h
E
I

 

AH
算

そ
し
て
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
木
阪
が
室
町
時
代
の
海
屯
王
寺
仙
界
に
よ
っ
て
造
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や 、

仙
誌
の
当
時
の
年
齢 、
脈
次 、
さ
ら
に
木
寄
需
匠

と
し
て
奈
良
宿
院
七
郎
太
郎
の
名
が
確
認
で
き
る 。
仙
訴
は
こ
れ
よ
り
先 、

別
応

七
年
に
白一一

守
の
太
山
王
像
や
司
禄
阪
を
修
思
し
た
仏
師
で
あ
る
が 、
本
向閉
山山部
内

に
よ
っ
て
彼
の
泣
作
が
新
し
く
縦
認
さ
れ
た
わ
け
で 、
こ
の
則
の
南
部
造
像
山人
に

一
資
料
加
え
た
こ
と
に
な
る 。

地
政
菩
際
立
像
（
却
2
凶〉

本
仙川
は
右
の
大
山中川
天
保
と
と
も
に
こ
れ
ま
た
仙
弥
の
泣
作
で
あ
り 、

当
代
の
造

段
活
動
が
知
れ
る
好
資
料
で
あ
る 。
木
像
は
桧
材
中叶
木
造
り
の
ぷ鈴
木
阪
で
あ
る
が 、

10 



似
内
か
ら、
水
正
十一
年
造
立
を

別叫
し
た
次
の
納
入
文
川
知
が
昨桃山明附
さ
れ
た 。

一
、

地
政
苔
ル陣
頭
部

一
筒

本
店
前
後
矧
ぎ
M
，K

じ
十
fA
分
耐
H火

山
十
三
分
日間
一川
山
寸

一
、

舎
利
及
び
舎
利
奉
納
バ

三
十
三
粒
凹
紙

一
、

志
組
川

一
一紘

一
、

結
縁
者
交
名

八
紙

一
、

地
政
宝
号

九
紙

一
、

地
球
摺
仏

一
一紘

一
、

本
加
川

一
一紘

一
、

そ
の
他

六
紙

妹
に
右
の
芯
地
H札口

の
文
末
に
喬
匹
術
院
猟
山
郎
の
名
が
儲
か
め
ら
れ 、
仙
訴
は

ま
た
本
像
を
合
む
そ
の
大
々
の
浩
倣
に
当
っ
て
常
に
的
院
番
慌
を
従
え
て
い
る
こ

と
と 、
本
像
の
造
形
手
法
が 、
こ
の
時
則
以
降
に
名
体
を
叫償
え
て
頻
出
す
る
南
町的

術
院
仏
師
の
作
例
と
同
巧
で
あ
る
点
が
作
U
さ
れ
る 。
市
初
出
院
仏
削
に
つ
い
て

は
従
来
詳
し
く
究
明
さ
れ
て
い
な
い
が 、
本
像
以
後 、
弘
治・
永
禄
一
大
正
と 、

本
町
後
則
の
市
郎
で 、
火川
木
造
り
いぷ
ト小
限
の
村
山内
な
治
形
子
法
を
も
っ
て
川
脱
し

j也jおr

� 2 I記｜

凶
大
寺
彫
刻
訓
在
概
要

た
い
わ
ゆ
る
俗
人
仏
削
で
あ
る 。
し
か
も
本
品開
を
ド

限
と
す
る
「
的
院
早川
匠」
の

自
祢
を
「
宿
院
仏
師
尾」
「
市
院
仏
師」
「
約
院
仏
所」
と
変
え
て
い
る
過
担
に

は
府
過
で
き
な
い
彼
等
の
性
絡
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き 、
し
た
が
っ
て
室
町

後
期
の
南
部
仏
師
に
お
け
る
村
妹
な
様
式
系市
川か
木
像
を
小
心
と
す
る
凶
大
年
間

係
の
ぷ
像
に
求
め
ら
れ
る
点
で 、
本
像
の
店
像
史
的
立
日以
は
大
き
い 。

行
法訪日
臨
坐
像
（
第
3

4
凶）

本
政
は＋川
く
は
明
治
犯
年
に
山
同
京 、
そ
し
て
担
任
は
呪
奨
文
化
財
に
折
ハ比
さ

れ
て
い
る
像
で
あ
る 。
｛
比
三

そ
し
て
従
米
こ
れ
は
数
少
な
い
行
法
苔
出
像
の一

体
と
し
て 、
店
立
年
代
も
鎌
合
同
代
に
比
定
さ
れ
て
い
た 。
「
州
大
年
大
鋭」
に

よ
れ
ば
「
（
前
略〉
木
像
は
記
録
上
そ
の
製
作
の
年
代
を
明
ら
か
に
し
な
い
で 、

た

デ凶
作
と
似
へ
る
け
れ
ど
も 、
そ
れ
は
一大
川ー
よ
り
遥
か
下
っ
て
鎌
合
時
代
に
凶

す
べ
き
も
の 、
肖
像
彫
刻
と
し
て
そ
の
ぷ
術
的
効
民 、
行
〔しい川 、
必
川 、
鍛
点 、
活

お
3・
4
凶
行

什怒川
此
胤ヒ
品店
及
品郎
氏
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設 、
良
弁
等
に
並
ぶ
べ
く
も
な
い
が 、
そ
の
制
式
の
簡
素
又
掬
す
べ
き
も
の
が
あ

る」
と
見
え
る 。
し
か
し
本
像
の
造
形
手
法
を
検
討
す
る
と 、
大
鋭
の
解
説
の
如

く
鎌
倉
時
代
に
相
応
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
む
つ
か
し
い 。
ま
ず
形
式
的
に
整
え

ら
れ
た
彫
法
は
姿
態
を
凡
附
な
も
の
と
し 、
そ
れ
は
明
ら
か
に
江
戸
彫
刻
の
知
期

的
な
傑
式
を一
ホ
す 。
し
た
が
っ
て 、
例
え
ば
唐
招
提
守
政
の
旧
竹
林
寺
行
法
菩
際

像
の
よ
う
な 、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
彫
刻
に
み
ら
れ
る
雌
助
な
彫
法
と
は
か
な
り
の
迩

陪
が
あ
る 。
ま
た
そ
の
こ
と
は
技
法
的
に
彩
色 、
寄
木
の
方
法
に
お
い
て
も
阿
保

で 、
到
・低
鎌
倉
則
の
そ
れ
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。
彩
色
は
木
地
の
上
に
反
古
版
経

を
貼
り 、
そ
の
上
に
施
す 。
屯
裂 、
剥
落
の
部
分
か
ら
は
木
地
が
蕗
呈
し
て
い
る

が 、
そ
の
木
地
は
像
内
の
点
地
と
同
僚 、
江
戸
彫
刻
に
み
ら
れ
る
通
有
の
桁
材
の

性
状
で
あ
る 。
寄
木
の
柿
造
は
本
併
に
て
は
前
後 、
両
肩 、
膝
前
矧
ぎ 、
そ
し
て

最
も
著
し
い
特
徴
と
し
て
近
世
特
有
の
姉
し
首
の
方
法
が
認
め
ら
れ
る 。

こ
れ
ら
は
要
す
る
に
通
有
の
江
戸
彫
刻
の
材 、
椛
造 、
同悼
式
を
示
し
て
い
る
も

の
で 、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
鎌
倉
則
的
特
徴
は
認
め
難
い 。
果
せ
る
か
な 、

そ
れ
ら
を
裏
づ
け
る
如
く 、
ム口
出
半
帖
一災
に
は 、

南
部
官
原
市
涼
山

T/ --
IJM ＋ 挙
山 五 再

江成皮！）l!

き 2
陸士
影 百
｛匁 川

五
日

喜
光
寺
住
持

小
藤
掛
寂
出…

の
盛代け
が
あ
り 、
」
れ
が
行
基
に
縁
り
の
深
い
菅
原
喜
光
寺
像
で 、
手
保
十
五
年

（一
七
三
O）
に
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る 。
ま
た
像
」低
の
選
汗
「
喜
光
寺
開

山
行
基
大
菩
雌
郎防
像」
の
鉱
山削
も
右
の
忠一
介
と
問
巧
で
あ
り 、
さ
ら
に
現
在
同
寺

に
は
木
像
を
納
置
し
た
も
の
と
伝
え
る
春
日
厨
子
が
別
に
あ
っ
て 、
そ
の
朱
漆市札口

も閉
山
mw
像
命

南半
都｛呆

j京五

葉ヰ民主主，.＿.＿月持＿，＿
寂土
！！（｛円

と
あ
る
か
ら 、
元
来 、
像 、
台
座
（
半
帖）

、
厨
子
と一
日円
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

し
た
が
っ
て
木
像
は
こ
れ
ら
が
具
備
さ
れ
た
宇
保
十
五
年
中
に
再
興
造
立

れ
る 。

さ
れ
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

な
お 、
本
像
の
膝一
災
に
は
文
化
六
年
（一
八
O
九）
疋
月
二
日
附 、
行
点
間八
の

版
文
（
包
紙
人）
二
紙
が
貼
っ
て
あ
る 。

て
文
殊
開
山
行
拡
菩
雌
綴

御
智
加
ラ
を
モ
テ
日
本
国－一
な
の
ハ
シ
マ
す

ル
ク
ラ
レ
の
山
家ニ
な
り
マ
す
ル
ヨ

一
光
い
子
加
ウ
所

文
化
己
巳
正
月
二
円

官
其
賢
（
印〉

一
、

三
世
話
仏
様

御
智
加
ら
を
そ
テ
日
本
国
ニ
な
の
ハ
シ

マ
す
る
ク
ラ
い
の
出
家－一
な
り
マ
す
ル
ヨ

一
光
い
子
加
ウ
所

文
化
己
巳
正
月
二
日

引主共
同以
（
印）
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以
後
に
凶
大
寺
彫
刻
訓
代
口
録
を
仰仰
げ
る ．
E」

れ
ら
に
よ

っ
て
も
知
れ
る
よ
う
に 、

現
存
す
る
凶
大
寺
の
彫
刻
の
大
き

な
特
色
と
し
て 、
例
辿
則
の
泣
像
が
Mm
め
て
少
な
い旬」
と
や 、

多
く
が
鎌
倉
小
山内
則
以
降
の
造
立
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
指
摘
で
き
る 。
こ
れ
は
回
大
寺
の
沿
革
を
考
応
す
れ

ぱ 、
M恨

め
て
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が 、
し
か
し
な
お
そ
れ
ら

の
造
像
山人
的
な
性
怖
や
内
川ボ
凶
係
の
究
明
に
つ
い
て
は
今
後

に
ぶ
せ
ら
れ
た
問
題
が
少
く
な
い 。

例
え
ば 、

山
主
立
四
天

王
山出
の
よ
う
に 、

そ
の
邪
山地
の
技
法
的
な
川
刻 、

ま
た
そ
の

トホ
駄
の
造
立
年
代
の
川
辺 、

あ
る
い
は
鎌
行
中
山内
則
の
品川
派

仏
附
の
川
辺 、
さ
ら
に
・包
町
則
の
仏
削
仙
伐
と
市
院
仏
側
の

関
係
な
ど 、
い
ず
れ
も
今
後
の
前
倒
造
倣
史
研
究
に
行
す
ベ

き
も
の
で
あ
る 。

一
、

低
文

凶
天
王
立
像
（
川
正
常）

凶
艇

HN
同
天

ブ
ロ
ン
ズ

仙凶行川
大
尺
八
寸
七
分

川引
長
．大

ブ
ロ
ン
ズ

仙山山川
七
μ八
六
十
凶
分

広

孔大

プ
ロ
ン
ス

仙怖い
U川
七
尺
一
寸一
分

多

聞大

本
駄
木
造 、

邪
山均ブ
ロ
ン
ズ

的
棋
，
J

守、
ミ
LIl

t
’El
J
Sノ
Jj－、

（
間
航
と
も
邪
山花
は
天
V
信
仰
の
も
の
で
あ
る
が 、
片付
M－
m

RK・
広
目
天
の
木
林
は
従
米
の
如
く
架
し
て－H
鋭
回
以
後
の
一向

%
に
な
る
も
の
か
否
か
に
わ
か
に
断
定
し
嫌
い 。
〉

一
、

市一
文

宝
生
如
米
坐
品川
（
液
中小山
郎
四
仏
の
う
ち〉

一
鯨

木
造
漆
箔

向山
市
二
尺
凹
寸
六
分

奈
良
時
代

西
大
寺
彫
刻
訓
在
概
要

一
、

信一
文

阿
弥
陀
知
米
供
像
（
然
一v
m
川
仏
の－コ
ち）
一
鋭

木
造
漆
箔

像・
υ川
二
尺
凶
寸
八
分

公
良
川
代

一
、

弔
え
じu

作
ド〈
h仏

像
（
柴
山ト
船山）

一
似

木
造
乾
仲間

仙怖い日川中ハ
M八
五
分

子
安
川
代

一
、

前
文

ト一
耐
制限
行
汗
隊
J仏

像
〈
附
正
悦
）

一
似

木
造
波
箔

像 －
H川一
丈
九
U八
三
寸
五
分

勝
以
川
代

（
正
応一
元
年
防
火
に
よ
っ
て
京
十一
尚
北
よ
り
移
安
門
せ
る
も

の
（
住
4）

）

一
、

不
動
明
王
坐
像
（
皿R
Y
前川）

一
似

ト士
山

像リ川一
川八
三
寸
四
分

ωγ災
川
代

一
、

天
如山
形
立
像
（
本
坊
宮
山叩）

一
一掛

本
店

仙閉山川
二
い八
六
寸
凶
分

平
安
川
代

一
、

地
政
苔－
M
立
像
〈
本
坊
山ム
山州）

一
似

本
山必

仙阿川川一
口八
一
サ
三
分

以『
安
川
代

一
、

吊
文

愛
染
切
－土
臥T－
像
（
唆
染
品川
トヰ
仰〉

一
似

木
造
彩
色

像・
u川一
尺
凶
分

鎌
余
川．
代

（
品山
内
に
・1
治一
%
低’
qu
ι
の
納
入
文
乃
が
あ
る 。

仏
削
1υ
川

的H
（
川
日）
）

て

れ山ぃJX

釈
迦
如
米
立
倣
（
本
川V
本
州）

一
似

木
造
ぷ
木
般
金

像・リ川
五
尺
｝九
寸
五
分鍬

六
時
代

（ム口
出
に
述
長一
冗
年
造
立
の
偽引け
が
あ
る 。
仏
側
小品川
俊
作）

〈
川
6
）

一
、

大

山…

天

立

像

一
以

木
造
彩
色

保
山
二
M八
七
寸
三
分

鎌
升
時
代

（
品開
内
に
山店
長
七
年
絞
の
大
鍛
石
川也
加担
分一
郎
及
大
山一…
天
平
均

倣一
脳
符
を
納
入
す
る 。
辿
治
二
年
仏
師
出リ
ドw
n】
〈
位
7）

一
、

正
文

興
正
お
陸
相川
崎
坐
像

一
継

木
造
彩
色

州出
向
二
尺
九
．寸
．五
分

鎌
倉
時
代

（
向山
内
に
弘
安
三
年
造
立
の
納
入
文Hげ
が
あ
る 。

作

（

軒目

8）
）

て

吊
文

文
殊
Ha抗日
ぃ附
叫制
御
ぬ
及
山
内川
内
保

丘
恥

本
治
彩
色

鎌
倉
時
代

倣
尚

文
殊
荒
川悦
倣

二
い八
じ

寸
TA
分

御

子
hu川

五
い八一
寸

山ド山M
M
次
子

二
μ八
八
十
六
分

一
二

縦

三
μ八
凶
寸
六
分

阪

収

正

三
い八
九
寸
山
分

以
防
長
人

＝一
尺
五
寸

（
州市
内
に
正
安
川
年
納
入
の
納
入
文Hけ
が
あ
る
（
N
9）

〉

一
、

ん抑
制訪日
尚
坐
像

一
般

木
造
体間
約

像 一日川
八
尺
六
寸
七
分

鎌
倉
川．
代

〈
陥山
内
に
元
ザ一一
年
の
ん川
物
願
文
政
経
古
川
年
の
修
即
刻
九・

納
入
aX
HHH
が
あ
る 。
｛
佐
川）

）

一
、

釈
迦
削
米
中a
倣
（
栄
一ド
飢）

一
似

ぃ小
川U
彩
色

仙掛
川
二
い八
三
寸

鎌
允
時
代

一
、

多
山
下八
立
像
（
本
什L）

一
艇

木
造
彩
色

像山川
三
μ八
三
寸
八
分

鎌
倉
時
代

一
、

ト〈
川
天
午
捌
術
品凶
（
ト人
削…
天
常
本
内）

一
脳

木
造
彩
色

刷出回日川
二
い八
九
，トリ

JN
町
時
代

（
倣
氏
に
永
記一
冗
年
造
立
の
嶋一Hけ
が
あ
る 。
仏
側
明
琳 －
M
仙
鉱

作
（
刊日
日）
）

一
、

地
桜
町北口
献
立
像
（
出店
sV
仙川）

一
組

木
造
ぷ
木

像日川
三
い八
五
分

定
町
時
代

（
山山
内
に
永
正
十一
年
の
納
入
文Hけ
が
あ
る 。
仏
師
山山
山川 －
M的

仙

綜
作
（
松
川M）
）

て

地
政
談日
隊
立
像
（
木
常）

木
造
品川
金
彩
色

品開口川
三
尺一
寸
九
分

F
品
川叩
良
J
J手

，・
1
hv
u」・
ι

3
1

ヴr
IIり
11/i' 一

代躯
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

一

、
凶
天
王
立
像
（
愛
染
蛍〉

木
造
ぷ
木

像
河川

持
団
二
尺

一寸一
分

広
口
二
尺

一寸
一分

4ド

四
話再．

m
長
二
尺一
寸

一分

多
聞一
尺
九
寸
七
分

室
町
時
代

一
服

室
町
時
代

一
而

宝
町
内
代

江

ll!r 一

代原

一
、

前一
文

行
什諜u
戯
坐
像
（
店店
宋
館）

一旗

木
造
彩
色

似
内
二
尺
二
寸
一

分

江
戸
時
代

（
台
座
裂
に
草
川凶
十
万
年 一
内
山内
の
川一
九
が
あ
る 。
）

関
子
入

一、
弘
法
大
師
坐
像
（

御Z
M陀〉

木
造
彩
色

ぬい日川
六
寸
九
分

〈
像
ほ
に
平
保
十
九
年
の
川制
HAH

が
あ
る 。
）

一

、
興
正
一皆
様
淑
務
坐
像
（
御
ヰ
μ血〉

木
造
彩
色

像山川
主
寸
七
分

〈
桃
山出
店説
に
天
明
元
年
の
川市・
片山
が
あ
る 。
〉

一

、
興
疋
答
院
叩間
前吋
坐
像
〈
茨
念
館）

一躯

rL ．
J

L印，btv

i
J
H
l

 

江

時 一

代理高

木
造
彩
色

像
尚
二
尺
五
寸
三
分

江
戸
時
代

（
木
像
ぼ
愛
染
泣
安
れ
の
弘
安
三
年
造
立
淑
時
打川
品開
の
伎
作〉

一、
不
動
明
王
立
像
（
山東
山士
船山〉

一駅

木
造
彩
色

似合同
二
尺
五
寸
五
分

江
戸
時
代

公け
出
仮
装
に
己
一内
（
冗
文
九
年）
一二
月
中山
口
妙
光
院
市
川端
の

品
川
が
あ
る 。
）

一
、

成
月
和
尚
像
（
本
企）

一

騎

木
造
彩
色

倣
尚一
尺
九
寸
九
分

江
μ
時
代

（
品開
・げは
に
双山
光
寺
中
山間
戒
刀
大
和
尚
尚
像
の

川主刊
が
あ
る 。
）

一
、

阿
弥
陀
品川
米
坐
像
（
本
企）

一恨

木
造
後
箔

阪市
一一パ
九
寸
六
分

江
戸
川
代

一、
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
御
2
M血）

一
躯

木
造
捺
箔

ぬい
H川

一パ
二
寸
二
分

江
戸
時
代

一、
渡
決
別
正
坐
像
（
愛
染
吹）

一鯨

木
造
彩
色

ぬ
尚

一日八
五
分

江
戸
時
代

一、
愛
決
別
主
坐
像
（
愛
決
作。

一

艇

木
造
彩
色

倣
尚一
尺

一寸

江
戸
川川
代

厨
子
入

て
不
動
明
王
立
像
〈
愛
級
品官）

木
造
彩
色

陥聞いけ川
ニ
μ八
万
寸
六
分

一、
不
動
明
王
及
ニ
草
子
立
像
（
本
件以）

木
造
彩
色

木
作
三
μ八
五
分

民
子
入

て
毘
沙
門
天
立
像
（
愛
染
常）

木
造
彩
色

ぬいけ川
二
尺

一寸

鈎
子
入

一
、

明
長一
大
立
像
（
大川…
天
堂〉

木
造
彩
色

品開
尚

一尺
二
寸
二
分

喜重

一

、
慈
真
和
尚
信
笠
像
（
本
山VA）

木
造
彩
色

像
市
二
尺
ニ
寸
二
分

王
（
出店
申hh
航）

木
造
彩
色

総
長
一

尺
四
寸
六
分

一、
天
部
山市
而
部
（
国民
宅
館）

木
造
彩
色

総
長
一

口八
五
寸
凶
分

一
、

如
立
輸
観点H
坐
像
（
本
企）

木
造
彩
色

刷出・
川

一尺
六
寸

〈
倣
底
に
わ問んが
不
退
守
の
川引Hげ
が
あ
る 。
〉

一

、
阿
仰
陀
如
米
坐
像
（
策
定
館〉

一
似

木
造
法
箔

像河川一
尺
三
寸
七
分

江
い
附
代

〈ムu
出
敷
茄
子
市北
に
氏
本一兆
年
の
品
川
が
あ
る 。
〉

踊
子
入

一、
愛
染
明
王
坐
像
〈
本
什L〉

一旗

木
治
彩
色

像・
υ川

一尺
八
分

一札
戸
時
代

（
品開
内
に一
元
保
十
四
年
山氏HH
の
金
剛
峯
惨
附一
切
聡
伽
磁
器肌
後

一
巻
が
あ
る 。
仏
師
法
師
北
川
巡
長
作 。
同
年
愛
染
常
本
将
の

似
刻 。
）

右左

尺jミ
江七七 i[ 
戸寸寸

－

) j 

Jl)j, 三三Jl!j,­
ft 分鯨fl:: i取

f[ 

戸JI守一代版

i-f

H午 一

代綴

江
戸時 一

代躯

て
弘
法
大
師
坐
像
〈
本
食）

一

極

木
造
彩
色

ぬい
い川
ニ
尺
三
J

江
μ
川
代

て
弘
法
大
師
坐
像
〈
御
中d
Mm）

一
仮

木
造
彩
色

像山川
一

尺
一寸
二
分

江
戸
時
代

（
長
谷
川

誠）

（

l
〉

一
証

長
谷
川
誠
「
西
大
寺
本
企
似
初枝川
一昨
坐
品開」
（「
大
和

文
化
研
究
第
η
η」）
参
照

小
林
剛
「
西
大
寺
の
大
川市
天
像」
（
「
大
和
文
化
研

究」
m
G
HS、
「
昭
和
初
年
度
凶
大
寺
川
氏」
（「
決

良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
純一
九
六
二」
）
参
照

文
化
財
保
必
委
μ
会「
指
定
文
化
財
綜
合
目
録」
参
照

だ
良
同
立
文
化
財
研
究
所
山人
料
第
二
附
「
丙
大
寺
畑山

時伝
記
集
成」
所
収
「
行
災
年
滞」
巻
下
参
照

小
林
剛
「
西
大
寺
震
染
明
王
坐
品開」（「
同
車」
第∞OO

Hσ
所
収〉
参
照

小
林
剛
「
西
大
寺
釈
迦
如
米
似
の
銘」
（「
大
和
文
化

研
究」
第
8
U
所
収）
参
照

一ぷ
（
2〉
参
照

小
林
剛
「
内
大
寺

叙符
品川
に
つ
い
て」（「
仏
教
芸
術」

m
n
u
所
以〉
参
照

小
林
剛
「
西
大
寺
文
殊
菩
磁
像
ムベ
内
ぷ
筏
物」
及「
興

正
設け
磁
淑
珠
の
文
帥怖
心
仰
と
そ
の
造
像」
（「
大
和
文

化
研
究」
第
4・
山叩
川ヴ
所
収〉
参
照

註
（
1）

参
照

次
泌
詩
（
ロ）
参
附…

長
谷
川
誠
「
西
大
寺
奥
院
地
球
苔
献
立
像」
（「
大
和

文
化
研
究」
第
必
号
所
収〉
参
照

（

2
）

（

3
）

（

4
〉

（

5
）
 

（

6
）

（

7
）

（

8
〉

（

9
）

（
ぬ）

（
孔）

（
ロ）
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